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１．はじめに 

 

さぬき市大串半島は、国有地の払い下げをきっかけに開発を開始し、旧志度

町時代に、「憩いの森計画」のもと、昭和５６年から平成６年にかけて、さぬき

ワイナリー、大串温泉、グリーンヒル大串、海釣り公園、テアトロン等の施設

を整備。さぬき市合併後においても平成１５年にシーサイドコリドールの建設

を行った。 

建設当時は団体旅行隆盛の時代であったこともあり、近隣自治体の利用者を

中心に、多くの人で賑わった。しかし、多額の投資により建設した公共施設の

維持管理費が財政を圧迫した結果、温泉の引き込み管やポンプ設備等の大型設

備更新時期到来をきっかけに大串温泉、グリーンヒル大串を閉鎖した。 

一方、運営についても、住民福祉の向上を第一に掲げた公共施設として建設

していたため、財政的に自立していたとはいえず、公金で赤字補てんする状況

が常態化していた。国の方針や合併後の市の方針の変化によって導入された、

さぬき市施設管理公社等の第三セクターによる指定管理運営においても、利用

者の需要の変化に施設が対応できなかった。平成２３年度には大串温泉及びグ

リーンヒル大串の閉鎖をきっかけに検討委員会を設置し、民間事業者の参画を

試みたが失敗に終わった。 

現在は、シーサイドコリドール以外の施設は、草刈りや樹木伐採等の最低限

の管理のもと、芝生広場を中心とした公園施設として運営している。施設が閉

鎖しているため利用者は減少したが、半島の尾根部分に存在する芝生広場から

海を眺める景色は素晴らしく、訪れた人の多くが心のやすらぎを得るとともに、

もったいないという気持ちを抱いている。 

平成２９年１１月１５日付け「さぬき市の観光資源等に対する認知度及び付

随調査」（一般財団法人 百十四経済研究所）の最終報告書等の調査資料を踏ま

え、閉鎖した大串温泉及びグリーンヒル大串の跡地利用を中心に、さぬき市の

新たな魅力発信拠点とするための施設整備に係る基本構想を策定するものであ

る。 
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２．施設整備方針（コンセプト） 

 

施設整備のコンセプトは、以下の３つを基本に考える。 

（１） 半島の自然と人工物の調和・共生 

（２） 芝生広場に新たな付加価値を提供 

（３） 半島の中心部と、点在する観光資源との結節点の構築 

 

 

（１） 半島の自然と人工物の調和・共生 

大串半島の自然と瀬戸内海が眺望できる景観を主とし、来訪者の移動及び滞

在を促す構築物を従とする。 

 

（２） 芝生広場に新たな付加価値を提供 

芝生広場から坂道を下ると、地域の建築家・故 山本忠司建築の野外音楽広

場テアトロンの作り出す景色に魅了される。そこを訪れる観光客に対する、「風

土」と「地域」をキーワードにした建築を通して新たな観光ルートの構築を目

指す。 

 

（３） 半島の中心部と、点在する観光資源との結節点の構築 

芝生広場エリアを、大串半島を訪れる人がはじめに立ち寄る場所、そして、

そこから各施設を訪れるような人の流れを生み出す場所と位置づける。そして、

半島内に存在するさぬきワイナリーを活用し、「さぬきワインの地位向上」「食

事とワインを媒介とする人の交流」を促す場づくりを行うとともに、ソフト・

ハード両面からの情報発信拠点とする。 
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芝生広場

野外音楽広場

テアトロン

３．大串半島の

 

芝生広場エリア 

児童館・テニスコート

野外音楽広場 

テアトロン 

大串半島の全体図

 

 

児童館・テニスコート

エリア 

 

斜面のアプローチ

半島外周の市道

全体図 

  

児童館・テニスコート

 

斜面のアプローチ

半島外周の市道 
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斜面のアプローチ 海釣り公園

さぬきワイナリー

海釣り公園 

さぬきワイナリー 

シーサイドコリドールシーサイドコリドールシーサイドコリドール 
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４．エリア毎の整備計画 

各期の計画については、実施前に本構想の効果検証を実施し、利用者の需要

を考慮したうえで事業を実施する。 

 第１期 

（令和２年度～５年度） 

第２期 

（令和６年度～８年度） 

第３期 

（令和９年度～１１年度） 

芝生広場エリア ・訪れる人が滞在することので

きる飲食施設を建設（カフェ

及びケータリングによる食事

提供機能のほか、ワイン販売

スペース、小規模なイベント

が可能な空間を有したもの） 

・南側隣接駐車場に位置する公

衆トイレの改修 

 第１期に建設した飲食施

設と連動した宿泊棟を増

築 

斜面のアプロー

チ 

現状通り 庵治石を階段状に使った

アプローチを整備 

 

野外音楽広場テ

アトロン 

現状通り アーティストの記念品等

を展示し、ファンが集まる

仕組みづくりの構築 

 

海釣り公園 現状通り 現状通り 石の波止場を活かし、瀬戸

内海のクルーズ船「guntu」

等と連携が図れる港の整備 

シーサイドコリ

ドール 

現状通り コテージ４棟の和室を洋

室に改修、コテージ棟の新

規建設 

 

さぬきワイナリ

ー 

物産センターは、物産販売機能

を飲食施設内に移転し、倉庫と

して活用 

  

児童館・テニス

コートエリア 

現状通り 小規模な体験型施設、ドッ

グラン施設、駐車場の整備 

 

半島外周の市道 現状通り 現状通り 交通規制をかけ、環境にや

さしい電動自転車、カート

車を活用 
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．芝生広場エリア芝生広場エリア整備計画（第１期）について

整備後の平面図（イメージ）

整備計画（第１期）について

簡略模型による

整備後の平面図（イメージ）
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整備計画（第１期）について

簡略模型による鳥瞰

整備後の平面図（イメージ）

整備計画（第１期）について

鳥瞰図 

整備後の平面図（イメージ） 

整備計画（第１期）について 
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� 大串温泉跡地に

そして

整備

� 芝生広場入口から飲食施設

� 施設西側に、

植栽や築山によって歩道と車道を分離

� 芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

賑わいの発信地の役割を担う。

整備概要

 

大串温泉跡地に

そして３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを

整備。 

芝生広場入口から飲食施設

施設西側に、

植栽や築山によって歩道と車道を分離

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

賑わいの発信地の役割を担う。

芝生広場入口から

整備概要 

 

大串温泉跡地に、施設内での飲食・ワイン提供

３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを

芝生広場入口から飲食施設

車椅子利用者

植栽や築山によって歩道と車道を分離

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

賑わいの発信地の役割を担う。

芝生広場入口から望む景観

  

、施設内での飲食・ワイン提供

３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを

芝生広場入口から飲食施設テラスに至るまでの

車椅子利用者等のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、

植栽や築山によって歩道と車道を分離

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

賑わいの発信地の役割を担う。 

望む景観（スケッチ画
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、施設内での飲食・ワイン提供

３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを

テラスに至るまでの

のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、

植栽や築山によって歩道と車道を分離。 

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

（スケッチ画

、施設内での飲食・ワイン提供、ワイン類

３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを

テラスに至るまでの歩道を整備

のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

（スケッチ画 木材を多用する在来工法）

ワイン類販売、テイクアウト機能

３０～５０人程度の小規模イベントが可能なスペースを備えた拠点施設

歩道を整備。 

のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

木材を多用する在来工法）

、テイクアウト機能

備えた拠点施設

のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、

木材を多用する在来工法） 

、テイクアウト機能、 

備えた拠点施設を 

のための車道及び駐車スペースを整備するとともに、 

芝生広場エリア及び当該拠点施設は、大串半島を訪れる人の散策の拠点であり、 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

建築

備品購入費

外構工事

トイレ改修

合計

※建築・造成工事及び外構工事

事務所が実施する。

 

平面図・断

概算事業費

                  

建築・造成工事費（設計費用含む）

備品購入費 

外構工事費（設計費用含む）

トイレ改修工事

合計 

建築・造成工事及び外構工事

事務所が実施する。

 

平面図・断面図

概算事業費 

                  

工事費（設計費用含む）

（設計費用含む）

工事費（設計費用含む）

建築・造成工事及び外構工事

事務所が実施する。 

 

面図（建物延床面積１８８．８０㎡

                  

工事費（設計費用含む）

（設計費用含む） 

（設計費用含む）

建築・造成工事及び外構工事の設計

  

建物延床面積１８８．８０㎡
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工事費（設計費用含む） 

（設計費用含む） 

の設計業務等

建物延床面積１８８．８０㎡

   （単位：千円）

１６０，０００

２０，０００

７０，０００

２２，０００

２７２，０００

業務等は、有限会社

建物延床面積１８８．８０㎡） 

（単位：千円） 

０，０００ 

２０，０００ 

０，０００ 

２２，０００ 

２７２，０００ 

は、有限会社 堀部安嗣建築設計

 

堀部安嗣建築設計堀部安嗣建築設計 
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1967 年 神奈川県横浜市生まれ 

1990 年 筑波大学芸術専門学群環境デザインコース卒業 

1991-1994 年 益子アトリエにて益子義弘に師事 

1994 年 堀部安嗣建築設計事務所を設立 

2002 年 第 18 回吉岡賞を《牛久のギャラリー》で受賞 

2007 年- 京都造形芸術大学大学院教授 

2016 年 日本建築学会賞（作品）を《竹林寺納骨堂》で受賞 

・木造建築、個人住宅の設計を数多く手掛けている。 

・個人住宅以外の代表作は、イヴェール・ボスケ、竹林寺納骨堂、鎌倉山集会

所、せとうちクルーズ船 guntu  等 

イヴェール・ボスケ（洋菓子店） 大山阿夫利神社 茶寮 石尊 

 

 

 

 

 

 

 

 

せとうちクルーズ船 guntu ©ken’ichi Suzuki 鎌倉山集会所 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹林寺 本坊・庫裏 ©ken’ichi Suzuki 竹林寺 納骨堂 ©ken’ichi Suzuki 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀部安嗣氏の略歴 
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６．飲食施設の運営に関して 

① 運営組織 

新設あるいは既存第三セクター会社（さぬき市５０％を超える出資） 

オープン時の業務範囲 新施設における飲食提供、ワイン類販売業務 

シーサイドコリドール運営管理業務 

※将来的には、大串半島全体の運営管理を委託する予定である。 

② カフェ運営に関する協力者 

みくりや倶楽部 代表 吉岡 淳次 昭和３３年６月１５日生まれ 

③ 略歴 

 

 
 

 

 

④ 活動内容  料理教室 ケータリング 香川県（さぬきの味付け広め隊） 

県立学校関係調理講師 ラジオ・テレビ出演等 

⑤ 協力内容 

カフェ・軽食のメニュー監修（提供価格 材料コストを含む） 

カフェ・軽食コーナーの運営スタッフの選任 

カフェ・軽食コーナーの運営管理のノウハウ 

※吉岡氏のほかに、西洋料理専門調理師の協力も得ている。 

今後の協力については、現在、内々に打診中。 

⑥ カフェメニューの一例 

野菜とバターライスのオリジナルカレー 

（サラダ、デザート、自家焙煎のコーヒー付き） 

販売価格１，３２０円（税込）、粗利益率約７０％ 

⑦ カフェ収支予測 

 

昭和５３年 四国調理師学校 卒業 

昭和５３年～平成 ４年 料理人として各店に勤務（関西地区及び高松市内） 

平成 ５年～平成２２年 教師として勤務（キッス調理技術専門学校（高松市）） 

平成２３年～ みくりや倶楽部（高松市）代表として現在に至る 

項    目 売上額 粗利益額 

カフェ・軽食 １２，０００ ８，０００ 

夜のイベント ２，０００ １，０００ 

ワインソフト（テイクアウト） １，０００ １，０００ 

さぬきワイン類 １０，０００ ３，０００ 

小 計 ２５，０００ １３，０００ 

人件費（正 2 名・パート２名）  ９，０００ 

物件費（除く 減価償却費）  ４，０００ 

差引 営業利益 合計  ０ 

試作メニューの写真 

（単位：千円） 


